
R3.4作成

原則1年以内の申請が必要です。

石川県では、健康診断や保健所などで実施した肝炎ウイルス検査で陽性と判定された方が、県が
定める医療機関（⇒裏面参照）で、初めて肝臓の精密検査を受けた際に支払われた医療費の自己
負担費用のうち、助成対象となる検査の費用にかかる自己負担分を、検査結果の通知から１年以
内に請求された場合に払い戻しにより助成します。

　 対象者は次の３点に当てはまる方です。（１つでも該当しない場合は対象になりません。）

①原則過去１年以内に下記（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ⅾ、Ｅ、Ｆ）のいずれかの方法で、肝炎ウイルス検査を受けて、
　陽性と判定された方
 （Ａ）保健所（県保健福祉センター、金沢市保健所）で行う無料の肝炎ウイルス検査
 （Ｂ）医療機関で行う「石川県・金沢市肝炎ウイルス検査事業」による無料の肝炎ウイルス検査
 （Ｃ）市町の実施する健康増進事業に基づく肝炎ウイルス検診
 （Ｄ）職場の検診で行う肝炎ウイルス検査
 （Ｅ）妊婦健診で行う肝炎ウイルス検査（１年以上前でも申請できる場合があります。）
 （Ｆ）手術前に行う肝炎ウイルス検査（１年以上前でも申請できる場合があります。）
②石川県に住民票がある方
③｢石川県肝炎診療連携｣（⇒裏面参照）への登録に同意された方



④肝炎ウイルス検査結果通知書の写し、健康診断結果の写しまたは母子健康手帳の写し

⑦手術料が算定されたことが確認できる診療明細書（手術前の肝炎ウイルス検査で陽性と判定された方のみ）

加賀市医療センター、小松市民病院、小松ソフィア病院、やわたメディカルセンター、芳珠記念病院、金沢医療センター、
石川県立中央病院、金沢市立病院、金沢赤十字病院、石川県済生会金沢病院、ＫＫＲ北陸病院、浅ノ川総合病院、
ＪＣＨＯ金沢病院、城北病院、公立松任石川中央病院、公立河北中央病院、金沢医科大学病院、恵寿総合病院、
公立羽咋病院、市立輪島病院、公立宇出津総合病院
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